
 

県民が平和に暮らし、秋にはバルーンが舞う風光明媚な佐賀平野や、豊かな恵

みに育まれた有明海の上空を米軍機が飛び交う姿など、想像することもできず、佐

賀県民として到底受け入れられるものではない。 

元々、「県は佐賀空港を自衛隊と共用するような考えを持っていない」と明記した

覚書があり、軍事利用が不可能なことは明らかである。 

本県議会は、県民の平和な生活を守り、一刻も早く県民の不安を払拭する観点

から、米軍普天間飛行場の佐賀空港への移設に断固反対し、受け入れを拒否する

姿勢を明確に示すものである。 

米軍普天間飛行場の佐賀空港への移設に反対する決議（抜粋） 

２０１０年３月１５日 佐賀県議会 
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